
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｐｏｐＬＡソフトウエアと周辺ソフトウエアの使い方 

 （Ｒｉｇａｋｕ，Ｂｒｕｋｅｒ，ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌデータに対応） 

 

 

 

 

 

 Ｃｕｂｉｃ，Ｈｅｘａｇｏｎａｌ極点のＯＤＦ解析 

  ＯＤＦ図 

   マウス操作で結晶方位の決定 

  逆極点図 

   Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ，Ｐｌａｎｅ方位の決定の自動決定 

 

 ＯＤＦ解析を行うことで、Ｒｐ％を算出し、極点図のＥｒｒｏｒ評価が行えます。 
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１．概要 

 ｐｏｐＬＡソフトウエアは、Ｌｏｓｓ Ａｌａｍｏｓで作成されたＯＤＦでＨａｒｍｏｎｉｃと 

ＷＩＭＶ法がサポートされている。Ｄｏｓベースで作成されている。 

（WIMV は開発者の名前で、Williams method ,Imhof method を Matthies と Vinel が結合） 

ＲｉｇａｋｕＡＳＣデータ形式を入力、 

Ｂｒｕｋｅｒ社（Ｕｘd）,ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ（ＴＸＴ，ｒｄｍｌ）はＡＳＣ変換ソフトウエアで 

対応しています。 

   今回、配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア（２０１２／１０／０１）との関連で、操作方法の 

   説明を行います。 

２．入力データ 

 測定装置 リガク製ＲＩＮＴ２２００＋多目的試料台 

   測定試料 Ａｌ材 

３．極点図データ補正 

 ３．１ ODFPoleFigure2 ソフトウエア  

  （詳しくは、http://www.geocities.jp/helpertex2） 

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアを起動 

 

３．２ 測定データの選択 

 選択したファイルと極点図が表示される。 

  

http://www.geocities.jp/helpertex2


３．３ データ処理条件を設定する。 

  バックグランドは計算で補正する。            平滑化はα方向、β方向、5 点データ Savitzky-Golay 法 

 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓはデータベースから計算          処理結果はＴＸＴ２データ   最適化Ｒｐ％ 

３．４ 一括正極点図データ処理を行う。 

 処理された極点図が表示され、 

 最適化Ｒｐ％で、極点図の最適化が行われます。 

  

 ＯＤＦ Ｆｉｌｅがアクティブとなる。 

 テキストデータも作成されている。 

  

４．ｐｏｐＬＡ用入力データの作成 

  ODF File を押す。 



４．１ ＰＦｔｏＯＤＦ３プログラムにＴＸＴ２データが引き継がれる。 

  

メニュー ＯｐｔｉｏｎからＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦを選択 

  

   popLA(RAW)CWtext に変化する。File から ConditionSave を行えばこの作業は不要 



 popLA(RAW)CWTEXT を押す。 

 

 処理を行ったディレクトリにｐｏｐＬＡディレクトイが作られる。 

  

  ｐｏｐＬＡF ディレクトリに作成されるデータ 

  

 以上でｐｏｐＬＡ向けデータ作成が完了 

５．ｐｏｐＬＡによる解析 

 まず、Al.RAW と Al.DFB を C:¥X にコピーする。 

 Ｄｏｓの立ち上げ popLA プログラムの c:¥X にディレクトリを変更 

  

 

 

 



５．１ popLA プログラムの立ち上げ 

  

  

 作業としては、 

①ＲＡＷファイルからＥＰＦファイルを作成 

②ＷＩＭＶ法 

③再計算極点図 

５．２ ＲＡＷファイルからＥＰＦファイルを作成 

  ２．）を選択 

  

 



 

  

 ３．）を選択 

   

   

 

  Al.raw と Al.DFB ファイルを指定 

   

 

  EPF ファイルが作成される。 

   

  Return を押して続行 



   

  Page1 に戻る。 

   

  

 

 

 

 ５．３ ＷＩＮＶを使う 

   

  ２．）で結晶系の指定２ 

   

   

  CUBIC が default なので単に return 



   

  Al を指定する。 

   

  対称性は 1/4 として０を指定 

   

  Return で 

   

  Error が小さくなるまで、return する。 

   

  ｎで終了する。 

   

  Ｂｕｎｇｅを得る。 



   

  計算終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．４ ＷＩＮＶの ODF 図、再計算極点図表示 

 ODFPoleFigure2 のﾒﾆｭｰ Tookit の popLATools から popLATools を立ち上げ 

 ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＯＤＦ図を描画 



  

 ｐｏｐＬＡＤａｔａｔｏＴＸＴ２で極点図を描画 

  

 １／４対称 CW 極点図を完全極点図で表現する。 



  

  

  

 ODFDisplay は多彩な表現が可能 



 Fiber も可能 

  

  

 

 この Fiber 解析した結果の表示が FIberMultiDisplay である。 

   

 他にも ODF をサポートするソフトウエアを数多く取り揃えてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．５Ｈａｒｍｏｎｉｃ法 

 すでにＥＰＦファイル作成はＷＩＭV 法を使用時作成されているので省く 

  

 ４．）の Harmonic 法を使用 

  

 ２．)Cubic を指定 

  

 Al.epf を指定 

  

 そのままで 

  



  

1/4 対称で 

  

  

 展開係数Ｃが作成され 



  

 入力極点図の再計算極点図が作成される。 

  

 ４．）で展開係数から ODF 図を作成 

  

  

 Al.HCF を指定 

 

 

 



  

  

  

  

  

 ODF は終了 

 

 

 



５．６Ｈａｒｍｏｎｉｃ法の ODF 図、再計算極点図を表示 

  

  

  

 

 ほかのＴｏｏｌもＷＩＭＶ同様適用できます。 



６． 結晶方位の解析 

 ６．１ マウスクリックによる結晶方位図 

   をマウスクリックすると、Ｅｕｌｅｒ角度と(hkl)[uvw]と結晶方位図を描画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．２ 結晶方位の自動検出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６．３ 結晶方位のＦａｍｉｌｙ化Ｌｉｓｔ作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．５ ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ機能 

 ＯＤＦ解析結果の解析は ODFDisplay2 ソフトウエアがありますが、本ソフトウエアは 

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の決定機能と３Ｄ－Ｆｉｂｅｒ機能があります。 

 ＯＤＦ図上をマウス左クリックで”+”を表示し、結晶方位の整数化で計算された Euler 位置を”O”表示 

  

 マウス右クリックで、φ1=55,Φ=30,φ2=65 を通過するφ1,Φ,φ2 プロファイルを表示 

  

 



７．Ｅｒｒｏｒ評価 

 極点、ＯＤＦはブラックボックスではありません。 

 ＯＤＦ解析結果の再計算極点図(.FUL or .WPF)と入力極点図（.RAW）の比較をすることで 

 入力極点図の評価が出来ます(Rp%)。評価は ValueODFVF ソフトウエアで行います。 

  

 

  

 α＝０は跼天図の中心 

 極点図の外側が下がり気味なので、defocus 補正が足りないことを表しています。 

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアの で最小 Rp%モードで改善出来ます。 

 

 



８．逆極点図 

 ｐｏｐＬＡによるＷＩＭＶ法とＨＥＲＭＯＮＩＣ法の逆極点図描画 

 例は Titanum ですが、Cubic、Tetragonal,Orthorhombi,Hexagonal も計算可能 

  

      （SOP3:ND,SOP2:TD,SOP1:RD) 

Ti-ND 方向の Direction 

  

Ti-ND 方向の Plane 

  



９．再計算極点図の等高線表示 

 再計算極点図をＴＸＴ２に変換がおこなわれていれば、等高線表示も行えます。 

 

  


